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「きぼう」と首相官邸とをつないで JAXA広報イベント実施
1 月 7 日午後 9 時 35 分から約 20 分間

にわたり、JAXA 広報イベントが行われ、
古川宇宙飛行士の進行のもと、「きぼう」
船内実験室内から野口宇宙飛行士が、首
相官邸から鳩山総理大臣、川端文部科学
大臣、茅ヶ崎市立浜須賀小学校の児童 8

名が参加して交信を行いました。野口宇
宙飛行士は、鳩山首相との交信の中で、「皆
さんが今いる地球は本当に美しい星だと
思います。地球人の皆様へ、本当に美しい
星を見せてくれてありがとう」と宇宙か
らの視点で地球を見た感想を述べました。 JAXA 広報イベントの様子 （©JAXA）

「きぼう」ロボットアームの子アーム組立て作業などを実施
「きぼう」日本実験棟船内実験室では、

1 月 4 日から 5 日にかけて、「きぼう」ロ
ボットアームの子アームを組み立てる作
業が行われました。組立てを完了した後、

「きぼう」ロボットアーム制御ラックの
ラップトップワークステーション（RLT）
に子アームを接続して点検作業を行い、
子アームの機器が正常であることが確認
されました。

1 月 6 日には、子アームを「きぼう」船
内実験室のエアロック内に収納する作業
が行われました。今後、2月中旬から下旬

頃にかけてエアロックの最終的な機能確
認を行い、3 月初旬頃に子アームをエア
ロックからISS船外へ取り出し、「きぼう」
ロボットアームで把持して、子アームの
機能確認を行う予定です。

そのほか、「きぼう」船外実験プラット
フォームでは、宇宙環境計測ミッション
装置（SEDA-AP）と超伝導サブミリ波リ
ム放射サウンダ（SMILES）、全天 X 線監
視装置（MAXI）の観測運用が順調に進め
られています。

野口宇宙飛行士のISS長期滞在
http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/noguchi/

Website info

子アームの組立て作業を行う野口（左）、ジェフ
リー・ウィリアムズ（右）両宇宙飛行士
 （©NASA/JAXA）

船内実験室運用開始から586日経過
今 週 の き ぼ う

組み立てられた「きぼう」ロボットアームの子アームと野口宇宙飛行士らISS第22次長期滞在クルー（提供：NASA）
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ウィークリーニュースメーリングサービス登録 http://iss.jaxa.jp/weekly/
※特に断りのない限り日付は日本時間です。
※ 「ISS・きぼうウィークリーニュース」に掲載された記事を転載する場合、本ウィークリーニュースから転載した旨を記述ください。
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more information

山崎宇宙飛行士搭乗の STS-131 ミッションページ公開中！　http://iss.jaxa.jp/iss/19a/
今後、新しいコンテンツやミッションに関する最新情報など、随時追加していく予定です。どうぞご期待ください。

野口宇宙飛行士への応援メッセージ募集中！　http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/noguchi/message/
ISS 長期滞在を開始する野口宇宙飛行士への応援メッセージ募集中。皆様からのたくさんのメッセージをお待ちしています。

NASA ケネディ宇宙センター（KSC）で
は、スペースシャトル・エンデバー号

（STS-130 ミッション）の打上げに向けた
準備が進められています。

米国時間 1 月 6 日、エンデバー号がス
ペースシャトル組立棟（VAB）から 39A
射点へ移動しました。

KSC では、同 1 月 20 日から 21 日にか
けて、ターミナル・カウントダウン・デ
モンストレーション・テスト（TCDT）が
実施される予定です。TCDT では、射点か
らの緊急避難訓練、打上げ直前までを模
擬した仮想のカウントダウンなどが行わ

れます。
STS-130 クルーは、TCDT に参加する

ため、同 1 月 19 日に NASA ジョンソン
宇宙船センター（JSC）から KSC に移動す
る予定です。

STS-130 ミッションは ISS への組立・
補 給 ミ ッ シ ョ ン で、「ト ラ ン ク ウ ィ リ
ティー」（第 3 結合部）と、6 枚の窓と天窓、
ISS のロボットアーム（SSRMS）の操作
盤などを備えた観測モジュールである
キューポラを運搬し、ISS に取り付けま
す。エンデバー号は米国時間 2 月 7 日に
打ち上げられる予定です。

エンデバー号がスペースシャトル組立棟から39A射点へ移動

STS-130ミッション
http://iss.jaxa.jp/iss/20a/

Website info

Ｓ Ｔ Ｓ － １ 3 ０ ミ ッ シ ョ ン の 準 備 状 況

国際宇宙ステーション（ISS）
http://iss.jaxa.jp/iss/

Website info

射点に到着したエンデバー号 （提供：NASA）

第 22 次長期滞在クルーの ISS 滞在は、
ジェフリー・ウィリアムズ、マキシム・
ソレオブ両宇宙飛行士は102日、オレッ
グ・コトフ、野口聡一、ティモシー・クリー
マー宇宙飛行士は21日が経過しました。

クルーは、船外保管プラットフォーム
3（ESP-3）の移設作業や、ロシアの船外
活動に向けた準備などに忙しい日々を過
ごしました。

1 月 11 日から 12 日にかけて、野口、
クリーマー両宇宙飛行士は、ISSのロボッ
トアーム（SSRMS）を使用して、ESP-3
を P3 トラスから取り外し、S3 トラスへ
移設する作業を行います。この移設作業

は、2010年7月に打上げが予定されてい
るSTS-134ミッションで、3基目のエク
スプレス補給キャリア（ELC）を設置する
場所を空けるために行われます。

ソレオブ、コトフ両宇宙飛行士は、1
月14日に予定されているロシアの船外活
動に向けて、ロシアのオーラン宇宙服や、
船外活動で使用する器具の準備などを行
いました。今回の船外活動では、ロシア
の小型研究モジュール2（MRM2）外部へ
のKurs自動ドッキングシステムのアンテ
ナ取付けなどが予定されています。船外
活動終了後、米国時間1月21日には、ソ
ユーズ TMA-16 宇宙船（20S）を「ズヴェ

ズダ」（ロシアのサービスモジュール）の
ドッキングポートからMRM2のドッキン
グポートへ移動する予定です。

ESP-3の移設作業、ロシアの船外活動の準備などを実施

今 週 の 国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン
最初のISS構成要素打上げから4071日経過

オーラン宇宙服の準備を行うコトフ宇宙飛行士
 （提供：NASA）
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